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１．はじめに
　滋賀県立大学考古学研究室は、2011年より断続
的に彦根市荒神山周辺（図１）をフィールドとして
分布・測量・実測調査を実施してきた。今回は、
2016年に実施した荒神山古墳群 C 号墳、石流南支
群、石切場に関する測量・実測調査の成果について
報告する。 （岡山）

２．荒神山古墳群 C 号墳の調査
⑴調査の目的など
　Ｃ号墳は山頂の荒神山神社と山裾の遥拝殿を結ぶ
参道の北側、標高150m 付近の谷部に位置する。こ
の古墳は、2012年に横穴式石室の実測調査を行っ
た結果、玄室長は不明であるが幅は３ｍ近くになる
ことが明らかとなった（仲田・大西2012）。この玄
室幅は、湖東平野では赤坂古墳や大岡高塚古墳など
最大級の石室に匹敵するものであることから、大型
石室となることが予想される。このため、古墳の立
地した地形や墳丘規模を明らかにするために、測量
調査を実施した。 （仲田）

⑵Ｃ号墳の測量成果（図２）
　Ｃ号墳の周辺は急峻な斜面で土砂の流出が著し
い。古墳の西側は砂防ダムが建設されており、東側
は土砂崩れによって大きく削られている。また、石
室石材の抜き取りや祠の建設により、改変が加えら
れている。
　しかしながら、石室の西側で標高154ｍから156
ｍにかけては地形がやや平坦になり、その西側では
わずかに円弧を描くような形で凹状の地形がみられ
る。これらは、それぞれ墳丘・周溝の一部である可
能性が考えられる。横穴式石室を持つ古墳では、石
室を中心に左右対称に墳丘が造られる。Ｃ号墳で
は、残存する西側の周溝から石室までの距離は約
12ｍを測ることから、墳径は24ｍ程度に復元できる。
　ただし、土砂の流出や人為的な改変によって、墳
丘や周溝と想定した部分は形がいびつなものとなっ
ている。このため、実際の墳丘規模は大きく前後す
る可能性が考えられる。 （仲田）

３．石流南支群墳丘測量、石室実測調査報告
⑴調査の目的など
　石流南支群は、尾根に立地する石流支群より南東
方向に下った場所に位置する。急峻な斜面に立地し
ており、石流支群との間には墳丘らしき高まりはな
く、別の支群であることから石流南支群とした。石
流南支群の中で２号墳は2012年に荒神山古墳群内
における横穴式石室の実測調査報告を行った際に、
Ｅ号墳として紹介している。その中では、周辺に古
墳が存在することを報告していたが、基数や他の横
穴式石室の形態については不明であった（仲田・大
西2012）。
　なお、２号墳は大津北郊にみられる穹窿頂持ち送
り式石室を採用しており、荒神山古墳群やその周
辺地域でみられる畿内系の横穴式石室とは様相を
異にする。穹窿頂持ち送り式石室は大津北郊を除く
と、滋賀県内では群集墳において散在的に分布し
ている（辻川ほか2008）。そのうち、大津市和邇に
所在する春日山古墳群ではその地域で通有にみられ
る畿内系の石室と混在し、特に小型の横穴式石室に
おいて採用されている（京都教育大学考古学研究会
1989）。一方、荒神山古墳群内の山王谷支群１号墳
は、支群内では墳丘規模が大きく盟主墳的な位置づ
けとなる（彦根市史考古部会2004）。このように、
穹窿頂持ち送り式石室は群集墳内において他の形態
の横穴式石室と混在する形で築かれているが、その
中での位置づけはそれぞれ異なる。このため、穹窿
頂持ち送り式石室を持つ古墳の群集墳内でのあり方
を検討することを目的として、石流南支群の地形測
量および石室の実測を実施した。 （仲田）

⑵石流南支群の測量成果（図３）
　測量調査の結果、10基の古墳が確認された。し
かし、急峻な斜面であるため土砂の流出が著しく、
墳丘はすべて不明瞭となっている。また、古墳の周
囲をめぐる周溝は、６号墳の東側や８号墳の西側で
確認されたのみであり、共有や切り合い関係は不明
である。現状では、３号墳が最も大きく直径11ｍ
を測るが、それ以外は10ｍ以下と小型である。ま
た、横穴式石室についても玄室幅が1.5ｍを超える
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1．日夏城跡　2．古屋敷遺跡　3．妙楽寺遺跡　4．南谷遺跡　5．蛭目遺跡　6．荒神山古墳群日夏山支群　
7．荒神山古墳　8．奥山寺坊跡　9．山脇古城山城跡　10．荒神山古墳群山王谷支群　11．荒神山古墳群本
堂谷支群　12．荒神山古墳群石流支群　13．荒神山古墳群（彦根市史考古部会2004では散在する古墳状
隆起とされている）　14．塚村古墳　15．平流城跡　16．稲里遺跡　17．屋中寺廃寺遺跡　18．曽根沼遺跡　
19．荒神山古墳群C号墳　20．荒神山古墳群D号墳　21. 荒神山古墳群石流南支群
①．荒神山古墳群B号墳　A．荒神山古墳群A号墳(採石地A)　B．採石地B　C．採石地C　　　　
※以下、アルファベットは採石地名を表す
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ものはなく、２号墳のように小規模な玄室を持つ
か、小型の無袖式石室を持つ古墳のみで構成される
と考えられる。全体的に古墳は小規模であり、盟主
墳のように突出して大きい墳丘や石室を持つものは
みられない。
　10基の古墳のうち１，２号墳は支群内においてや
や離れた場所に立地している。１号墳は土砂の流入
により石室内部の様子は不明であるが、穹窿頂持ち
送り式石室である２号墳と同様に玄室は穹窿状で、
玄室天井石は１石である。このため、１号墳も２号
墳と同じ石室形態を採用していると考えられる。こ
れに対して６号墳は後述するように持ち送りは緩
く、天井は３石以上が水平に架けられたとみられ、
石室形態が異なる。他の石室は崩落や石材の抜き取
りにより内部の様相が不明であるが、石室形態に
よって立地に差が生じている可能性が考えられる。
 （仲田）

石流南２号墳（図４）
　１号墳と３号墳の中間に位置する古墳で、土砂の
流出により石室が露出する。現状では径８ｍ程度の
円墳となる。横穴式石室は、羨道部が埋没している
が、それ以外は良好に残存する。

　石室の主軸は磁北より30°西に振り、南東に開口
する。玄室横断面は三角形に近く、奥壁・側壁・前
壁ともに持ち送りが顕著であり、天井石は１石で構
成される。現状では、全長3.8ｍ、玄室長2.5ｍ、玄
室幅1.2 ～ 1.3m、玄室高1.6m、羨道長1.3m、羨道
幅0.9m を測る右片袖式石室である。
　玄室の左側壁では４段、右側壁では５段が確認さ
れ、前壁と同一の高さでは、小型の石材が使用され
る。奥壁は５段で１段につき１～２石で構成され、
前壁は２段で１段につき１石で構成される。奥壁・
前壁ともに側壁を架け渡す技法は見られず、隅角は
上部まで保たれている。袖部は１辺50㎝程度の石
材１石のみで、下部は埋没する。 （仲田）

石流南５号墳（図５）
　石流南支群のほぼ中央に位置し、４，６号墳とほ
ぼ同じ標高で並ぶ。径８ｍ程度の円墳とみられ、石
材の抜き取りにより石室部分が窪みとなっている。
なお、周溝は土砂の流出により確認できない。現状
では奥壁が１石、左右側壁はそれぞれ２石が残存す
る。横穴式石室は磁北より10°東に振り、南方向に
開口する。現状では全長1.8ｍ、玄室幅0.9ｍを測る。
　奥壁、左右側壁ともに１段分のみ残存する。左右
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図 2　 荒神山古墳群 C号墳墳丘測量図 (S=1/400)
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図 6  荒神山古墳群石流南支群 8号墳石室実測図 (S=1/60)
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図 5  荒神山古墳群石流南支群 5号墳石室実測図 (S=1/60)
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側壁は１辺50㎝程度であるのに対し、奥壁は１段
１石で構成される。このため、奥壁の石材は比較的
大型である。石室規模は不明であるが、幅が狭くな
おかつ墳丘も小規模なため、小型の無袖式石室と考
えられる。 （仲田）

石流南8号墳（図６）
　石流南支群の南側で７，９号墳と同じ標高で並
ぶ。径８ｍ程度の円墳で、西側には幅２ｍの周溝が
確認される。
　石室の主軸は磁北より15°東に振り、南南西に開
口する。開口部付近は天井石が抜き取られたことで
土砂が堆積し、左右側壁は一部崩落しているが、北
側の奥壁と奥壁付近の左右側壁は良好に残存する。
現状では全長３ｍ、幅1.4ｍを測る。南側では幅が
狭くなるが、石材抜き取りの影響によるものであ
る。なお、袖の有無は不明である。
　側壁、奥壁ともに５段程度が確認される。持ち送
りはやや強く、石室の横断面は台形状を呈する。一
辺70㎝程度の石材が使用されており、中には正方
形に近いものもみられる。天井石は２石が確認さ
れ、側壁の状況から３石以上が水平に架けられてい
たものとみられる。
　天井石が１石で強い持ち送りを持つ２号墳とは大
きく異なり、荒神山古墳群やその周辺地域で採用さ
れている畿内系の横穴式石室である可能性が高い。

（仲田）

⑶石流南支群の測量調査まとめ
　以上のように、今回の調査では石流南支群全体の
測量や横穴式石室の実測を行った。その結果、石流

南支群は急峻な斜面上に位置し、計10基で構成さ
れることが判明した。そして、墳丘・石室ともに小
型であり盟主墳的な古墳は確認できなかった。この
ような状況は、2014年に報告した G 地区１～４号
墳と類似している（大西・中川ほか2014）。石流南
支群が造営された年代は、古墳の小型化が進んでい
ることから７世紀前半以降であると考えられる。
　また、横穴式石室は２号墳が穹窿頂持ち送り式石
室であるのに対し、６号墳は畿内系の石室とみら
れ、一つの支群内において異なる型式の横穴式石室
を採用していることが明らかとなった。 （仲田）

４．石切場の実測調査
⑴調査位置および調査の方法
　今年度までに実施した分布調査によって、矢穴を
有する石材は16地点で確認している。このうち採
石地Ａ～ C については報告を行ったが（仲田・大西
2012、樫木・大西2013）、今回は荒神山南東部の谷
斜面に位置する採石地 J・K・L の調査成果を報告
する。この谷斜面には、山上から山裾にかけて矢穴
が残る石材が点在しており、当該谷一帯で採石活動
が行われていたと想定される地区である。
　今回の調査では、各石材に任意で基準線を設定
し、S=1/20の縮尺の平面図・立面図を作成した。
また、矢穴については S=1/2あるいは S=1/1の縮
尺で、平面、縦・横断面形状の実測を行った。ただ
し、矢穴の残存状況等により、平面・横断面形状の
実測を行っていない場合もある。なお、図中の方位
は磁北を示している。
　矢穴に関する用語については、森岡秀人・藤川祐
作両氏（森岡・藤川2008）の研究成果を参考とし、

表１　荒神山古墳群  石流南支群  古墳一覧表

玄室（ｍ） 羨道（ｍ）

1 円 10 横穴式石室 南東 ― ― ― 天井形態が2号墳と類似。穹窿頂持ち送り式石室か？

2 円 8 横穴式石室 南西 長さ2.5×幅1.3 長さ1.3～幅0.9 右片袖 穹窿頂持ち送り式石室。

3 円 11 横穴式石室 南南東 ― ― ―

4 ― ― 横穴式石室 南 ― ― ― 右側側壁とみられる石材のみ残存。

5 円 8 横穴式石室 南 長さ1.8～×幅0.9 無袖

6 円 10 横穴式石室 ― ― ― ― 石材散乱。

7 円 9 横穴式石室 南 ― ― ― 開口部付近の石材残存。幅1m。

8 円 8 横穴式石室 南南東 長さ3.5～×幅1.4 ― 不明 天井石2石残存。3石以上が水平に架けられる可能性。

9 円 8 横穴式石室 南南東 ― ― ― 開口部付近の石材残存。幅1ｍ。

10 円 7 横穴式石室 ― ― ― ― 石材散乱。

袖形態 備考番号 墳形 墳丘規模（ｍ） 内部構造 開口方向
規模
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矢穴の計測方法については市川浩文氏（市川2010）
の研究成果に依拠している。また、各採石地の矢穴
の法量については、表２にまとめているので、あわ
せて参照されたい。

⑵採石地の調査成果
①採石地 J（図８）
　谷斜面のおよそ中腹である標高140ｍ付近に位置
する。現地の状況から流紋岩凝灰岩（湖東流紋岩）
の露頭石と考えられ、半分が土砂により埋没してい
るが、割裁後、端石材として残存している。埋没部
分の状況は不明であるが、現状で矢穴は６個確認で
きる。矢口長は8.0㎝～ 10㎝、矢口の平面形は全て
隅丸長方形を呈する。矢底長 A は3.7 ～ 7.4 ㎝の大
きさで、底部を平らに整える意識がみられる。矢穴
深度は4.4㎝～ 7.5㎝の間におさまる。内部は比較的
丁寧に仕上げられ、矢底から内壁への屈曲点も認識
できる。

②採石地 K（図８・9）
　採石地 J よりさらに斜面を下った平坦地の端部に
所在する流紋岩凝灰岩の露頭石である。同一直線上
に位置する矢穴列と矢穴列痕が確認できる。矢穴
列痕（No.4 ～ No.9）は上部に６個残り、矢口長は7.6
～ 9.6㎝の間におさまる。矢底長 A は、4.1 ～ 4.8㎝、
矢穴深度は3.0 ～ 5.0㎝をはかる。縦断面形は逆台
形であり、底部は平坦に調整され、矢底から内壁へ
の屈曲点は明瞭である。
　矢穴列については、3個の矢穴痕（No.1 ～ No.3）
が残る。矢穴口は8.1 ～ 9.5㎝、平面形は隅丸長方
形である。各法量は、矢底長 A は4.3 ～ 4.7㎝、矢
底幅 A は1.0 ～ 1.4㎝、矢穴深度は4.3 ～ 4.4㎝と近
似している。縦断面形は、矢底から内壁への境が不
明瞭で、横断面は矢底が丸く尖った緩い V 字形を
呈する。矢穴列痕と比較すると、矢穴の内部は粗い
調整であり、形状にも差が認められるため、割裁の
時期や工人が異なる可能性がある。

③採石地 L（図９）
　採石地 K と近接した場所で、同じく平坦地の端
部に所在する流紋岩凝灰岩の露頭石である。矢穴列
が一列確認され、矢穴は３個認められる。平面形
は隅丸長方形を呈するが、矢口長は5.9㎝、7.8㎝、
9.4㎝と個体差がある。矢穴の深度は3.4 ～ 4.2㎝、

矢底長 A は3.5 ～ 3.9㎝、矢底幅 A は0.7 ～ 1.0㎝と
ほぼ同じ大きさである。縦断面は矢底から内壁への
屈曲点は不明瞭である。横断面は矢底が丸く尖った
緩い V 字形（No.1）を呈する。矢穴自体は全体的に
粗い調整で、No.3の矢穴を掘り損なったことから、
割裁されることなく放棄されたと考えられる。

⑶まとめ
　以上、３地点の採石地を報告した。今回の調査に
よって、矢穴の平面形は隅丸長方形、縦断面形は矢
底から内壁への屈曲点が丸みを帯びた逆台形ないし
は明確な逆台形、横断面形は矢底が丸く尖った緩い
V 字形の個体が存在することが判明した。
 また、報告した矢穴の法量の分布をまとめたのが
図10である。この図からは、矢口長8.0㎝～ 10㎝
前後、矢穴深度が4.0㎝～ 6.0㎝前後の資料が多いこ
とがわかり、この法量を持つ矢穴が今回調査を行っ
た地区内では標準である可能性がある。
　ところで、今回調査を行った地区は、宇曽川を利
用しやすい位置にあり、切り出した石材を、河川を
介して運搬するには適している。この荒神山の石材
は以前の報告（樫木・大西 2013）でも記述したが、
彦根城に供給された可能性が高い。しかし、前回よ
りさらに分布調査を進めた現状でも、荒神山におい
て矢穴を持つ石材は少なく、彦根城の石垣の矢穴を
もつ石材の数を鑑みれば、産出地と供給地の齟齬
は、依然課題として残されたままである。
　このことについては、以前の繰り返しになるが、
まず、流紋岩凝灰岩の産出地は周囲にもいくつか存
在するため、石材の一調達地という可能性に留意す
べきであろう。また、今回は地図に反映できていな
いが、荒神山には矢穴を持たない割石が集中する地
点もいくつか存在する。推測の域はでないが、割り
やすい石材ならば、矢穴を掘らずに採石するほうが
効率的であるため、矢穴の数が少ないという点は石
材の硬度に起因する可能性も考えていく必要がある
だろう。
　今後については、未調査の採石地があるため、ま
ずは着実に実測調査を終了した後、荒神山内におけ
る矢穴の型式分類を行い、石が切り出された時期
等、採石活動の一端を明らかにしたい。

（樫木・西澤）
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平面図 立面図

平面図

立面図

図 7　矢穴計測部 (市川 2010)

矢穴列痕縦断面図

図 8　採石地 J・K　石材平面・立面図 (S=1/40) ならびに矢穴平面・断面図 (S＝1/6)
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矢穴列痕縦断面図
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断面形

矢口長 矢口幅 平面形 矢底長A 矢底長B 矢底幅A 矢底幅B 縦断面 横断面

J-1 8.0 ― 隅丸長方形 5.8 6.4 ― ― 5.4 逆台形 ―

J-2 9.5 ― 隅丸長方形 3.7 7.2 ― ― 7.4 逆台形 ―

J-3 9.0 ― 隅丸長方形 4.0 6.5 ― ― 7.2 逆台形 ―

J-4 10.0 ― 隅丸長方形 6.5 ― ― ― 7.5 逆台形 ―

J-5 9.8 ― 隅丸長方形 7.4 ― ― ― 4.8 逆台形 ―

J-6 8.8 ― 隅丸長方形 6.8 7.2 ― ― 4.4 逆台形 ―

採石地Ｋ　

断面形

矢口長 矢口幅 平面形 矢底長A 矢底長B 矢底幅A 矢底幅B 縦断面  横断面

K-1 9.5 4.2 隅丸長方形 4.5 5.6 1.2 1.8 4.4 逆台形(丸底) 緩いV字形

K-2 8.1 3.9 隅丸長方形 4.7 6.1 1.0 1.8 4.3 逆台形(丸底) 緩いV字形

K-3 8.4 3.5 隅丸長方形 4.3 5.9 1.4 1.8 4.4 逆台形(丸底) 緩いV字形

K-4 8.2 ― ― 4.6 5.8 ― ― 5.0 逆台形 ―

K-5 8.2 ― ― 4.2 5.6 ― ― 3.5 逆台形 ―

K-6 7.8 ― ― 4.1 5.6 ― ― 4.4 逆台形 ―

K-7 9.2 ― ― 4.8 ― ― ― 3.5 逆台形 ―

K-8 7.6 ― ― 4.1 4.8 ― ― 3.0 逆台形 ―

K-9 9.6 ― ― 4.4 ― ― ― 4.9 逆台形 ―

採石地Ｌ　

断面形

矢口長 矢口幅 平面形 矢底長A 矢底長B 矢底幅A 矢底幅B 縦断面 横断面

L-1 9.4 3.7 隅丸長方形 3.9 5.0 1.0 1.5 4.2 逆台形(丸底) 緩いV字形

L-2 7.8 2.8 隅丸長方形 3.5 5.4 0.7 1.0 4.0 逆台形(丸底) 緩いV字形

L-3 5.9 2.8 隅丸長方形 3.6 5.1 0.8 1.1 3.4 逆台形(丸底) 緩いV字形
（単位：㎝）

採石地Ｊ

番号
矢口 矢底

深度

番号
矢口 矢底

深度

番号
矢口 矢底

深度

※ ― は残存の状況等により計測不可

10cm0 

石材平面図

矢穴展開・断面図

1m0 展開図
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図 9　採石地 K・L　石材平面図 (S=1/40) ならびに矢穴展開・断面図 (S=1/6)
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表 2　矢穴法量表
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５．おわりに
　荒神山に所在する群集墳のうち、今回は C 号墳
と石流南支群について墳丘測量調査を実施した。併
せて荒神山石切場内の採石地 J・K・L の３地点に
ついて石材の実測調査を行った。
　C 号墳については地形測量調査により土の流失・
土地改変の影響を大きく受けていた現状を記録する
ことができ、墳丘規模の復元案を提示したほか、石
流南支群についても、一つの支群内において異なる
型式の横穴式石室を採用していることが明らかとな
り、石室形態と立地の違いの関係性など新たな検討
要素を抽出することができた成果は大きい。
　石切場の調査においても、矢穴の平面形・法量な
どの差異を見出し、今後型式分類を行う上での基礎
データを得ることができた。
　今回報告した古墳・石切場をはじめとし、荒神山
全域にはまだ多くの未調査・未報告の遺跡が点在し
ている。今後はこれらの調査を実施したい。（岡山）

謝辞
　今回調査を実施するにあたり、円滑な調査の進行
へのご指導・ご協力をいただきました。末筆ながら
記して深謝申し上げます。
　荒神山神社、定森秀夫先生、中井均先生

【調査期間・調査参加者】
※所属は調査当時のもの
〔C 号墳墳丘測量調査〕
調査期間：2016年３月27日～ 2016年月４月９日
調査参加者
　伊田匠（人間文化学部３回生）
　遠藤あゆむ（人間文化学部１回生）
　杉山佳奈（人間文化学部４回生）
　岡山仁美（人間文化学部卒業生）
　樫木規秀（草津市教育委員会）
　仲田周平（豊岡市教育委員会）
　西澤光希（人間文化学部４回生）
　福井知樹（人間文化学部２回生）
　守武弘太郎（人間文化学部２回生）
墳丘測量図トレース
　岡山仁美（人間文化学部卒業生）
〔石流支群測量・実測調査〕
調査期間：2016年３月20日～ 2016年４月26日
調査参加者
　伊田匠（人間文化学部３回生）
　伊藤航貴（人間文化学部４回生）
　樫木規秀（草津市教育委員会）
　鈴木香織（放送大学教養学部４回生）
　仲田周平（豊岡市教育委員会）
　西澤光希（人間文化学部４回生）
測量図・実測図トレース
　仲田周平（豊岡市教育委員会）
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〔採石地 J・K・L〕
調査期間：2014年２月９日～ 11日、2016年４月23日
調査参加者
　伊田匠（人間文化学部３回生）
　岡山仁美（人間文化学部卒業生）
　樫木規秀（草津市教育委員会）
実測図トレース
　伊藤航貴（人間文化学部４回生）
　岡山仁美（人間文化学部卒業生） 
（以上、五十音順・敬称略）
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　滋賀県立大学考古学研究室では、荒神山に所在す
る古墳の測量調査などを2011年から開始し、これ
までに『人間文化』第32・34・36・37号にその成
果を発表してきた。この荒神山調査は、断続的では
あるが、大学院生を中心に学部生や卒業生が協力し
て継続してきた。今回は、古墳では C 号墳と石流
南支群の測量・実測調査の報告、採石地では3地点
の矢穴の実測調査の報告である。
　大型横穴式石室である C 号墳の墳丘測量調査に
関しては、現状では直径約24ｍの円墳の可能性を
指摘している。墳丘の残存状態が悪い中、20㎝の
等高線の測量図を作成し検討した結果の数値であ
る。この C 号墳の荒神山群集墳の中での位置づけ
は今後の課題であろうが、墳丘規模の推定と横穴式
石室実測による規模の大きさから、湖東における位
置づけも自ずと浮き上がってくるだろう。

　石流南支群の調査では、急峻な斜面に築造されて
いること、渡来系と畿内系の横穴式石室の両者が見
られることなど、荒神山群集墳の性格を検討する際
の基礎的データを提供した測量・実測調査といえよ
う。
　採石地3地点の矢穴の実測調査から、矢穴法量の
検討を行い、彦根城への石材の供給の問題にも踏み
込み始めている。このような問題意識は、実際に現
地に行き、自ら実測調査を行い、報告するための整
理過程で芽生えてくるものである。彦根城を新視点
から見ていく道筋が見えてきたようにも思える。
　測量・実測調査で荒神山所在遺跡の実態が少しず
つではあるが明らかになりつつあるのではないだろ
うか。今後も、考古学研究室の院生・学生が積極的
に荒神山の考古学的調査を継続していくことを切に
願うのみである。　
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